
第 23 回認定看護管理者会
総会・研修会（Web開催）

日程▶2022 年1 月22 日（土）10：00〜16：
30
内容▶［総会］／［研修会］診療報酬に関す
る内容（予定）／［地区別懇談会］内容は後
日ホームページにて案内
参加者▶会員のみ
参加方法▶会員向けに案内
申込み・問い合わせ先▶認定看護管理者会
担当
〒169-0072　東京都新宿区大久保 2-4-
12　新宿ランダックスビル　春恒社内
http://www.thekangokanri.org/

第 9 回慢性期リハビリテーション
学会（Web開催）

日程▶2022 年 2 月 3 日（木）〜4 日（金）
テーマ▶プレフレイルから終生リハ─
After CORONA の時代へ
プログラム▶基調講演「高齢化社会の慢性
期医療のあるべき姿」中川俊男（日本医師
会）／招待講演「骨髄間葉系幹細胞による
再生医療─慢性期リハビリテーションの新
たな展開」本望修（札幌医科大学）／特別
講演①「身体抑制ゼロへの取り組み」中川
翼（日本慢性期医療協会）／②「栄養とリハ
ビリ」若林秀隆（東京女子医科大学）／特
別講演③「After CORONA の呼吸器リハ」
石川朗（神戸大学）／シンポジウム①「プレ
フレイルからのリハビリ─地域からの特徴
ある取り組み」松田悌一（おでかけリハビ
リ推進協議会）ほか／一般演題
参加費▶［前期］5000 円（会員・非会員
および職種を問わず），［後期］8000 円

（会員・非会員および職種を問わず）
事前参加登録期間▶［前期］2021 年 11 月
1 日（月）〜2022 年 1 月 11 日（火），［後
期］2022 年1 月12 日（水）〜2022 年2 月
21 日（月）
問い合わせ先▶運営事務局
〒150-0032　東京都渋谷区鶯谷町 7-3-
101　学会サービス内
☎ 03-3496-6950

日本小児がん看護学会認定
「小児がん看護師」研修制度

　日本小児がん看護学会は 2020 年に学会
認定「小児がん看護師」研修制度を開設し
ました。
制度の目的▶社会の流れと時代のニーズに
沿った小児がん医療の現場に貢献できる，
小児がん看護の専門知識を持った看護師を
育成し，看護実践の質の向上を図る。
研修コース▶2 コース制：［基礎コース］小
児がん看護の基礎知識を習得するコース／

［認定コース］小児がん看護の高度な知識
をもち現場でリーダーシップがとれる学会
認定を取得するコース
研修内容▶疾患の理解から看護に至るまで
全 40 単元
受講開始時期▶3 月，6 月，9 月，12 月

（年 4 回）
募集期間▶受講開始 2 か月前の 10 日から
前月の 10 日
研修方法▶［基礎コース］e-learning，［認
定コース］e-learning と集合研修
受講条件▶［基礎コース］
1）�日本小児がん看護学会正会員であるこ

と
2）�医療福祉・教育関係者など，小児がん

の子どもと家族にかかわる者
［認定コース］
1）日本国の正看護師の免許を有すること
2）�看護師実務経験が通算 3 年以上かつ小

児がん看護実務経験があること
3） 「基礎コース」を修了していること
受講料▶［基礎コース］1 万 5000 円，［認
定コース］2 万 5000 円
問い合わせ先▶日本小児がん看護学会小児
がん看護師認定事務局

pon-office@jspon.com
http://www.jspon.com/pon/

「経験から学ぶ力を育む」研究会 
第 2回読書会（Web 開催）

日程▶2021 年 12 月 10 日（金）18：30〜
20：30
内容▶『経験から学ぶ看護師を育てる─看

護リフレクション』（東めぐみ著，医学書
院）を著者と一緒に実践に結び付けながら
学びます。
対象▶現場の実践や教育に興味のある方

（看護・医療職を問いません）
参加費▶無料
参加方法▶下記 URL にアクセスの上，名
前と所属を登録。登録者のメールに，
Zoom 情報を送付。
https://docs.google.com/forms/d/e/1F
AIpQLSda2CSGTqZg7yLhmPG0Yxqnh
mKDD1Gc_IPQq3NusLK2MrmEfQ/
viewform?usp=pp_url
問い合わせ先▶「経験から学ぶ力を育む」
研究会事務局

keiken.study@gmail.com

第 9回大阪府看護学会
（Web開催）

日時▶［オンデマンド配信］2021 年 12 月
10 日（金）〜2022 年 1 月 10 日（月）
テーマ▶新型コロナウイルスと共に新たな
時代を創る─多様化する生活を支える看護
プログラム▶会長講演「このまちの今と未
来をつなぐ─看護の力を発信し続けた6 年
間」高橋弘枝（大阪府看護協会）／特別講
演「患者を尊重したいからこそ，対話とネ
ガティブ・ケイパビリティ」岡村武彦（新
阿武山病院）／教育講演「今こそ看護の力
を！　コロナ禍での“人間尊重”の倫理原
則─大切にしたい看護のちから コロナ禍
での意思決定支援」石垣靖子（北海道医療
大学）／シンポジウム「コロナ禍の体験か
ら学ぶ，今伝えたいこと」
参加費▶会員 5500 円，非会員 9350 円，
学生 2750 円
参加申込締切▶12 月 20 日（月）13：00
問い合わせ先▶運営事務局
〒550-0001　大阪府大阪市西区土佐堀
1-4-8　日栄ビル 703A　あゆみコーポ
レーション内
☎ 06-6131-6605

06-6441-2055
osaka-gakkai9@a-youme.jp
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第 36 回日本がん看護学会
学術集（Web＋現地開催）

日程▶2022 年 2 月 19 日（土）〜20 日（日）
テーマ▶パラダイムシフトへの挑戦─がん
看護をそうぞう（創造・想像）する
会場▶パシフィコ横浜 NORTH（横浜市）
プログラム▶会長講演「パラダイムシフト
への挑戦─がん看護をそうぞう（創造・想
像）する」栗原美穂（国立がん研究セン
ター東病院）／特別講演「これからのがん
治療の展望─がん看護への示唆」金子新

（京都大学）／教育講演①「ビッグデータか
ら見えてくるがん医療の質と課題─新しい
がん看護の創造のためのヒント」若尾文彦

（国立がん研究センター）／②「看護に活か
す腫瘍循環器学」佐瀬一洋（順天堂大学）
／③「もっと知りたいがん患者の妊孕性支
援」 秋 谷 文（聖 路 加 国 際 病 院）／ ④

「CAR-T 療法の実際と看護に求められるこ
と」後藤秀樹（北海道大学病院）ほか／⑤

「高齢がん患者の看護を行うにあたって
知っておくべきこと！」小川朝生（国立が
ん研究センター東病院）／⑥「放射線療法に
伴う晩期有害事象へのケア」後藤志保（が
ん研有明病院）／シンポジウム／パネル
ディスカッション
参加費（2 次登録）▶［現地＋Web］会員 1
万 2000 円，非会員 1 万 4000 円，学生
4000 円，［Web］会員 1 万円，非会員 1
万 2000 円，学生 3000 円
参加登録期間（2 次 登 録）▶［登 録］2022
年1 月11 日（火）9：30〜2 月20 日（日）17：
00，［支払い期限］2 月 20 日（日）17：00
参加登録方法▶下記の参加登録システムより
https://a-youme.net/jscn/entry/c_
register/enter.php
問い合わせ先▶運営事務局
〒550-0001　大阪府大阪市西区土佐堀
1-4-8　日栄ビル 703A　あゆみコーポ
レーション内
☎ 06-6131-6605

06-6441-2055
jscn36@a-youme.jp

http://jscn36.umin.jp/index.html

03-3496-2150
manseikiriha@gakkai.co.jp

http://www.gakkai.co.jp/manseikiriha9/
index.html

回復期リハビリテーション病棟
協会　第 39 回研究大会
in 東京（Web＋現地開催）

日程▶2022 年 2 月 4 日（金）〜5 日（土）
会場▶グランドニッコー東京台場（東京都
港区）
テーマ▶復権─障がい者の復権に向けてや
るべきこと
プログラム▶大会長講演「障がい者の復権
に向けて回リハ病棟がやるべきこと」菅原
英和（初台リハビリテーション病院）／基
調講演　三橋尚志（回復期リハビリテー
ション病棟協会）／特別講演①「2023 年診
療報酬改定の骨子」井内努（厚生労働省）
／②「『患者とともに歩む』ための ICF の
活用」上田敏（日本福祉大学）／③「地域包
括ケアのこれまでとこれから」中村秀一

（医療介護福祉政策研究フォーラム）／④
「リハビリテーション心理『動機付けの心
理学』」才藤栄一（藤田医科大学）／招聘講
演①「私の復権物語」谷垣禎一（全国保護
司連盟）／②「韓国の回復期リハビリテー
ション病棟の現状と課題」KIM Chul-jun

（Daejeon Wellness Hospital）／教育講演
①「認知症のリハ─運動療法」鈴木幹次郎

（早稲田クリニック）／②「脳外傷における
高次脳機能障害へのリハビリテーションア
プローチ」渡邊修（東京慈恵会医科大学）
／③「ノーリフト」下元佳子（ナチュラル
ハートフルケアネットワーク）／④「脳障害
者の自動車運転におけるリハビリテーショ
ンの役割」武原格（東京慈恵会医科大学）
／⑤「脊髄損傷のリハビリテーション」横
山修（神奈川リハビリテーション病院）／
⑥「失語症のリハビリテーション─回復期
の看護・ケアスタッフに知っておいてほし
いこと」石合純夫（札幌医科大学）／⑦「復
職支援におけるリハビリテーションの役
割」佐伯覚（産業医科大学）／⑧「基礎から
分かる嚥下リハビリテーション─急性期か
ら回復期に期待すること」藤谷順子（国立

国際医療研究センター）／⑨「臨床倫理とリ
ハビリテーション」藤島一郎（浜松市リハ
ビリテーション病院）／シンポジウム①「回
復期リハビリテーション病棟における働き
方 改 革 に 向 け た 取 り 組 み」石 川 賀 代

（HITO 病院）ほか／②「回復期リハビリ
テーション病棟と自立支援・就労支援との
連携」駒井由起子（いきいき福祉ネット
ワークセンター）ほか
問い合わせ先▶準備室
〒100-0013　東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関
1-4-2　大同生命霞が関ビル 14 階　日本
コンベンションサービス内
☎ 03-3508-1214

03-3508-1302
39kaifukuki-reha@convention.co.jp

h t t p s : / / s i t e . c o n v e n t i o n . c o . j p / 
39kaifukuki-reha/

第 39 回日本ストーマ・排泄
リハビリテーション
学会総会（Web＋現地開催）

日程▶2022 年 2 月 11 日（金）〜12 日（土）
会場▶サンポート高松・かがわ国際会議場

（高松市）
テーマ▶実践知の核心と先達の信念
プログラム▶特別講演「コーチング（仮）」
白井一幸（元日本ハムファイターズ）／教
育講演①「災害時のトイレ事情（仮）」高橋
真里（香川大学）／ほか
参加費▶［事前］会員 9000 円，非会員 1
万円，［当日］会員 1 万円，非会員 1 万
1000 円，学生無料，懇親会 3000 円
参加登録期間▶［事前参加］2021年12 月13
日（月）まで，［当日参加］12 月14日（火）〜
参加登録方法▶下記 URL の参加登録ペー
ジより
https://amarys-jtb.jp/jsscr39/
問い合わせ先▶運営事務局
〒105-0001　東京都港区虎ノ門 2-2-5　
共同通信会館 4 階　インターグループ内
☎ 03-5549-6909

03-5549-3201
jsscr39@intergroup.co.jp

http://www.t-stoma.com/jsscr39/index.
html
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